
《第26号》

*****COれ けctts

●印播沼の宿命と使命……瀧 和夫

●印幡沼周辺の植物……松平喜美代
一出会いと想い出―

●印騰沼の水……本橋敬之助
一汚れと原因、そして私たち―

印鷹村雁叉の
“
弁天様

"

財団法人 印緒沼環境塁金
http:〃homepage2.nifty,com/inbanuma/

* * * * *



遺跡のたくさんある所は住みよい土地であると以前

に聞いたことがあります。印播沼周辺には多くの上器

が出上してお り、その昔は温暖な地であったことを窺

わせています。千年ほど前、印躍沼、手賀沼および霞

ヶ浦は一体化した大きな水域であり、平安時代には、

すでに開け、かなり人が住んでいたとされています。

洪水はありましたが、周辺の人々の生活は新しい水田

の開発や、沼で獲れる魚介類によって豊かであったよ

うです。

そして長い時代を経て、徳川家康が江戸に入府 し、

まもなく、利根川の大改修が行なわれています。これ

は江戸を洪水から守 り、農業の安定と江戸に物資を運

ぶことを目的としたもので、現在の千葉県野田市 (元

関宿町)の 台地を切 り開き、利根川と鬼怒川を結んで

川の流路を銚子の方向に変更するという、いわゆる利

根川東遷事業と称される工事を行いました。これによ

つて、群馬県から流れる本U根川と栃木県から流れる鬼

怒川の水は、すべて銚子の方向に流れていったわけで

す。

利根川東遷後は、300年余 りにわたって、確かに江

戸の町の洪水は少なくなったものの、逆に印播沼の周

辺は、洪水との戦いに明け暮れる日々でした。この

苦々しい歴史から完全に開放されたのは、印播水門、

印耀排水機場、そして大和田排水機場が次々に建設さ

れ、完成したはんの40年ほど前です。その後、印播沼

は食糧増産、経済高度成長の追い風の下での工業用水

の給 ・送水、そして膨らむ人々への飲み水の供給など

の使命を受けて活躍してきました。今や、印幡沼は、

千葉県はおろか、わが国の産業発展にはなくてならな

い牽引力の水瓶として重要な役割を果たしております。
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一方、かつて沼周辺では、独特の文化圏を醸成して

きたように思われます。印播沼の地形が龍の姿に似て

いることから、昔の人たちは、豊かな水の恵みを与え

てくれる
“
おらが村の神様

"と
して龍の存在を信じ、

大切に祀つていました。その中から、お寺や神社を核

とする豊かな文化が根付き、花を咲かせ続けているの

です。祭事が生活のリズムとして執 り行われ、また観

る人の心を和らげ包み込む力を持つています。沼の東

岸から南岸にかけては埴生神社と麻賀多神社、そして

沼の北岸には宗像神社と鳥見神社がそれぞれ国内を分

かち合うように分布してお ります。上をつかさどる神、

農耕の神、水運 ・治水の神、そして物部氏の祖といわ

れる神々をそれぞれが祭つています。この他、印播沼

周辺にはさまざまな言い伝えや、辻に残る祠や、湧き

水、池などにも数多 くの秘められた物語が残されてい

ます。さらには、印播沼の水辺や湖面には自然が持つ

多様性に溢れ、子供たちは水辺風景の移 り変わりを描

き、自然の神秘に素直に驚嘆し、幾度となく触れてみ

ようと手を差し出し、足を水に入れる光景は、そこ彼

処にみられたものです。これが私たちの意識の底にあ

る 「印播沼の原風景」といえるのではないでしょうか。

結局、このような奥深い文化と自然が印購沼流域住民

の心の癒しとなり、家族の憩いに緊がるものであり、

忙しく立ち働 く人々の心を捉えて止まないのだと思い

ます。

しかし、近年では印播沼周辺に人々が集まり、道路

や鉄道などの便利さがごく近 くにまで押し寄せるよう

になつてきました。印播沼が本来持っていた原風景に

モダンさが加わり、稲穂越しに折 り重なる瓦屋根、ま

たは斜面林を覗き込むように高層ビルが立ち並んでい

ます。そしてこれらの開発の代償として、印鷹沼の水

は緑っぽい色を呈 し、湖水に触れられることな く、

唯々、遠 くから眺めるのみとなるばかりか、今やその

存在すら十分に意識されることなく、生活排水や都市

雨水などの受け皿としての沼に甘んじ 「戦いの沼 ・心

の沼」を忘れ去つてしまつたかのようです。

歴史を辿ると、今から約280年前に現在の八千代市

平戸の名主、染谷源右衛門が幕府からの 6千両の借入

金と私財、その他を合わせて30万両をもつて、印躍沼

の水を東京湾に導 く大事業に取 り掛かかったのが
“
印

播沼の治水
"の

はじまりですが、資金不足のため志半

ばで挫折してしまつています。その後、間をおきます

が、明治に入つて利根川の水が印幡沼に流れ込まない



ように印播水門の建設事業を、本埜村の吉植庄一郎と

圧亮の親子が50年の歳月を掛けて行い、大正11年にや

つと完成させたのです。これによつて、利根川からの

溢水 (外水と称されていた)に よる洪水を防ぐことが

できました。しかし、洪水との戦いは、その後も絶え

ることなく続きました。それは印幡沼流域の隅々から

流れ込んで くる水 (内水と称されていた)と の戦いで

す。印幡沼に流入する鹿島川のかなり上流に位置する

JR物井駅付近の農家では、今でも蔵の中に小さな船

をしまってあるそうです。このことは、この辺 りまで

沼の洪水の影響があつたことを意味するものです。ま

た、利根川沿いにある
“
桜上手

"は
、現在にまで続 く

洪水との闘いの歴史を物語るものです。印播村と本埜

村の境のあたりから安食方面に向かう水害防止のため

の上手として築造されたものです。大雨で堤防が決壊

すると、そのすぐllaで洪水の力によつて深掘れされま

す。地元の人はこのようにしてできた池を押堀 (おつ

ぽり)と 云い、今でも洪水の爪痕としてあちらこちら

にみることができます。その掘れた穴を迂回して堤防

が造られたために、 くねくねとした堤防となっていま

す。これが現在の県道です。また、点々とある池は幾

度となく繰 り返された洪水と堤防の決壊の酷さを物語

つているといえます。

話は足早と変わりますが、印播沼の陸に目を向ける

と、昭和の高度成長期までは水田の干拓が沼周辺の低

地で行われた程度にすぎなく、土地利用については大

きな変化がみられませんでした。しかし、平成13年現

在における土地の利用形態をみると、昭和40年代の初

めと比較して、市街地等の面積は山林 ・畑地 ・水日の

減少面積(約16,000ha)に相当して増加し、流域面積の

40%近 くを占めるまでになつております。これは市街

地等が緑を犠牲にして拡大してきた結果といつても過

言ではありません。一つの例かも知れませんが、市街

地面積が流域面積の40%を 超えはじめた頃から、雨水

の地下浸透が乏しくなり、急激に河川の水嵩を高める

ようになつたことが船橋市街を流れる真間川流域で観

察されています。このような事態は、流域の発展 (市

街地等の拡大)力S今後も見込まれている印幡沼におい

ても、決して対岸の火事として見過ごせるものではな

いように思われます。このことからしても、将来、湧

水としての水量が減 り、地表面の汚れを抱え込んだ水

が川を満たすことがないように一人一人が注意をしな

ければなりません。清浄な安定した水質の水が川を常
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に流れ続けることが印幡沼にとって重要なことなので

す。

平成 9年 5月 の河川法の一部改正によって、河川環

境 (水質、景観、生態系等)の 整備と保全が明文化さ

れました。いまや、「憩いや潤いの場」という新たな

使命をこの印藩沼に求められているわけです。このこ

とは、ただ単に、湖面にとどまるものではありません。

そこが窪地であったから湖水が溜まったのであり、水

質はそこで作られたのではありません。いろいろの過

程を経て、その結果としての水質であるということを

しつかり認識するべきです。湖水の環境は流域環境に

大きく左右されるのです。

その一つとして、平成H年 に硝酸性窒素が地下水の

水質汚濁に係る環境基準項目に追加されました。水道

水源を地下水に依存する割合の高い地域を対象とした

全国調査 (平成 14年調査)によると、調査対象井戸

(4,207本)の 87.1%の 井戸水から硝酸性窒素が検出さ

れ、そのうち、5.9%の 247本が環境基準値 (10mg/11を

上回つていることが明らかとなりました。この基準は

硝酸性蜜素の過剰な摂取が乳児におけるメトヘモグロ

ビン血症の原因となることから決められています。硝

酸性窒素による地下水汚染は畑地への施肥、生活排水、

家畜排泄物など、多岐にわたってお ります。印播沼周

辺の台地は大消費地東京の隣接地として古くから農業

が盛んで、自家製の野菜を背負籠と両手に持つた
“
も

んぺ姿
"の

ご婦人達を乗せた行商列車が京成線を行き

来していたはどです。今も大農産地であることには変

わりはありません。また、酪農の盛んなところでもあ

ります。このようなことから、台地での地下水汚染は

とりもなおさず印播沼周辺の谷津の湧水を経て湖水そ

のものを汚すことになります。適正な施肥量、生活排

水の減量 ・下水道化、家畜排泄物の有効利用 ・適正処

理など窒素負荷の低減が
“
よい環境

"を
生み出すため

になくてはならぬ重要な課題であるといえます。

人々の健康、絶えることのない安らぎを求めて、私

たちはいま何をすべきか。印幡沼の姿とかたち、湖水

の質と量、そこに生きる動植物、原風景などの環境の

継承、環境学習や活動などにおける思いは個々人でそ

れぞれに異なるものです。その中で、共通の認識に立

つた新たな使命を作 り出すことが大切です。大いに考

え、悩む場が必要であると思われます。今、ここで、

印播沼の地でその将来と多様な使命について語 り合う

ことは意義深いことと思います。



≫酒物どいラ
`笈"ど

の文会し予・……,

昔、印播沼の見える丘で行われた子供会の 「イモ掘

り会」に、育成会メンバーの一人として佐倉市の千成

団地から100人近い子供たちに付き添つて歩いていっ

たことがあります。途中、子供たちは 「あっ あ の赤

い実はなんていうの ?」、 「赤い鳥が食べに くるの

よ !」、 「じゃ、青い実は青い鳥が食べにくるの?」、

そして含唱がはじまった。「赤い鳥小鳥、なぜなぜ赤

い、赤い実を食べた………♪♪」

ガマズミの赤い実、ムラサキシキブの美しい紫、宝

石のようなサワフタギのブルーの実、ヤマブドウのよ

うな小さな黒い実をつけたエビゾルなど、秋に彩 りを

添えたいろいろな植物の実を眺めながらイモ掘 りに向

かつた。この 「道草食つて」植物の実の観察は、イモ

掘 りもさることながら、子供たちも、育成会のおばち

ゃんたちにも楽しいひとときでした。

しかし、実は、この時、私は東京から佐倉に移 り住

んできたばか りで、この
“
赤い実

"や “
青い実

"は
、

一体、何の実なのか全然わからなかったのです。この

ため、子供たちの間に対し、「赤い鳥が食べたのよ !」

ととぼけざるを得なかったのです。それにしても、当

時の沼周辺における自然の豊かさには、正直のところ、

びつくりしていました。

ここで、私事になりますが、その時にみたピンクの

可愛いい花に魅せられ、そしてその名前を知 りたいと

思ったことが、私の植物好きのきっかけになったので

す。その後、公民館が行つた植物観察会に参加する機

会を得て、その花が 「コシオガマ」であることを担当

の先生から教えていただいたのです。

≫ 土浮のな誘ど酒物たち………

佐倉市で、印躍沼に面した上浮は土地の人が 「チヂ

キ」という、ちょつと変わった地名があります。ここ
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ヨシオガマ

は、遠い昔、松虫姫が印播村萩原の薬師を詣でるため、

沼の岸に着いたが、強風のため、船が出られなくなり

困り果てていたところ、沼底から上が浮き上がり、橋

ができ、無事、それを渡つて行つたという伝説に由来

するところです。

古い話ですが、15、16年前、大雨が降り、勝田台に

ある大和田排水機場がフル稼働していると聞き、私た

ちは沼を見るため、印雁大橋の上手に駆け上ったこと

があります。その時、目にしたのは沼の中でふわふわ

とたくさん浮いている大小さまざまの浮島でした。中

には、ヨシやマコモが生えたままの島、背の低いイネ

科か、もしくはカヤツリグサ科の植物が生えている島、

また、ひときわ目立って黄色い花を咲かせたセイタカ

アワダチソウの大きな島もありました。そしてこのよ

うな光景を見て、私たちは、先に述べた伝説にある土

浮の名の由来が納得できたことを覚えております。

また、関連して、かつて古老から聞いた話、「むか

し、むかし、大雨が降り、百姓たちは田んぼが流され

はしないかと心配しながら朝を迎え、大急ざで海隣寺

下の日んぼへ行つたところ、日んぽには竹が挿してあ

り、ぶつとい縄で海隣寺の松に結わいてあつた。これ

は、天狗さまの仕業に違いない」、という件 (くだり)

の昔話を思い出します。恐らく、この話も、土浮伝説

に関連するのではなかろうか、と思います。

≫ズ彦の酒物たら・………

印雁沼を囲む堤防に生活する植物は、実に多種多様

で、面白く、これに堤防の工事が加わると帰化植物の

宝庫にな ります。

私が堤防の植物に興味を覚えたのは、20数年前、友

達にクスダマツメクサが佐倉で稀にみられ、しかもそ

れは印播沼の堤防にあると聞き、さつそく上浮干拓の

上手に行き印播大橋側で 2～ 3株確認してからです。

この種はシロツメクサより小さい黄色のマメ科の可愛

いい花です。これは、昭和63年頃より急速に増えだし、

ミヤコグサやコメツブツメクサよりも多 く見られるよ



S

i

F

うになつてきた種です。また、平成12年頃には印播大

橋脇の堤防から双子公園にかけて、足の踏み場もない

くらい増えていました。また、このように、急速に増

えていく帰化植物には、アカバナ科の黄色のヒレタゴ

ボウがあります。これは畦ゃ水田に育ちますが、20数

年前からは印播沼の周辺、さらには印躍村の日まで広

がり始め、佐倉市の大佐倉、そして今では、井野地区

や和田地区あた りの日にも見られるようにな りまし

た。

また堤防には、この他にもブタクサ、ツボミオオバ

コ、ナギナタガヤ、ヤセウツボ、 ミチタネツケバナな

どの帰化植物も見られます。しかし、堤防の沼側の法

面 (のりめん)に は、昔ながらのイヌ ドクサ、イヌス

ギナはもちろん、オギ、ヨシ、マコモ、そして水面に

はヒメガマもみられます。一方、堤防の上にはカゼク

サ、オニツシノケグサ、チガヤが多いが、印雁沼浄水

場の浜田橋付近にはアレチウリがはびこつていまし

た。そしてここを過ぎて舟戸大橋までの堤防にはイタ

ドリ(5月 頃食すると美味)が多 くみられます。

なお、サイクリングロー ドが完成し、アジサイが植

栽されましたが、その後、誰が持ち込んだか知 りませ

んが、フランスギクが増え始めています。これは、き

れいな花ですが、沼には似合わないように思えます。

≫疲薄クけひしマ材段夕たち・………

鹿島川は高崎川、南部川など支流を集めて、沼に注

ぐ水量の豊富な川です。最近、鹿島川本流の源はどこ

にあるのか? そ んな興味を持って河日から上流に向

かつて歩いてみたところ、実に、いろいろな植物をみ

ることができました。

まず、沼から竜神橋に向かった川岸にはナガエツル

ノゲイ トウが所々に半島のように広がっていました。

しかし、高崎川の合流点から上流には見当たらなかっ

た。この周辺は護岸がコンクリー トでないので、ヒメ

ガマやマコモが多 くみられます。寺崎周辺の堤防は歩

くことが出来ないほどイタドリが繁茂しています。馬

クスダマツメクサ

渡地区および大篠塚地区あたりからは水の流れる音が

聞こえ、川岸にはオギやアズマネザサが多 くみられる

ようになりました。千葉市に入ると、谷当地区および

大井戸町の川岸はセイバンモロコシ、セイタカアワダ

チソウに変わり、川の透明度も良 くなり、沈水植物も

みえ、釣 り糸を垂らしている人も見かけました。若葉

区に入ると、至る所に湧水があり、地名も大井戸町、

下泉町、上泉町、古泉町、和泉町などと湧きでる泉に

関係 した地名が多 くあ ります。実際、大井戸町には

「子和清水」といわれる湧水が、今でもこんこんと湧

き出ています。さらに、川べ りを登ると、道幅が狭 く

なり、山のきわを歩 くことになりますが、そこではガ

マズミ、マユミ、ビナンカズラ、ムラサキシキブ、メ

ギ、ツゾラフジ、コマユ ミ、スズメウリ、カラスウリ

などをみることができます。そして若菜区中野あたり

に来ると、川は三面コンクリー ト張 りとなり、ここか

ら土気までは植物の記録などができない状況になり、

川は土気調整池で終わっていました。しかし、古地図

を頼 りに、さらに突き進んでたどり着いたところは、

「昭和の森」の太陽の広場で、そこに鹿島川の源泉ら

しい跡形がわずかに残っていました。

≫かわグだ。………

ともあれ、鹿島川は台地から沼へ注ぎ込むいろいろ

な水筋の一つにすざませんが、どの水筋にも多くの植

物が生活し、水の調整役割を果たしているのです。涵

養樹林のスギ、極相林のスダジイやシラカシ、里山に

はイヌシデ、ヨナラ、クヌギ、谷津の流れ沿いにはコ

ウホネ、ミズニラ、ミズワラビ、ミクリ、ハングショ

ウ、サクラタデ、そして谷津の斜面にはカザグルマ、

カタクリ、キツネノカミソリなどが自然の温もりの中

で人々と共存し、生き長らえてきたのです。 私 たち

は、この自然の命が消えることのないように、できる

限りのことをしていかなければならないと思うのです。

サクラタデ
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1 沼 の水質 と利用の状況

千葉県の北西部に位置する印播沼は、隣接の手賀沼

とともに、昭和27年に 「印播手賀自然公園」として千

葉県立公園に指定された風光明婿な湖沼である。しか

し、清冽な水を満々と湛えていた沼は、昭和38年から

5カ年の歳月を掛けて行われた 「印躍沼開発事業」の

干拓によって、水面の半分近 くを失うと同時に、沼の

水質は、この子拓を境に悪化を迪 り、昭和51年度には、

不名誉にも環境省が発表した全国公共用水域水質測定

結果の中でCOD(化 学的酸素消費量)を 指標とした

湖沼水質ワース ト5に ランクされた。

そしてこの後は、昭和52年度～53年度の 2カ 年と、

昭和63年度～平成 5年 度の 6カ 年を除き、平成15年度

現在までワース ト5内 のランクから脱出できない状況

にあるが、最近 5カ 年の水質 (COD濃 度)の 推移を

みると、沼の環境基準 (3mg/″以下)を 達成するまで

には至らないが、平成11年度に12mg/ι (全国湖沼ワ

ース ト2)で あった濃度が、平成15年度には8.4mg/ゼ

(ワース ト5)と 、確実に減少傾向を示している。し

かし、水道水源として利用されている湖沼の中にあっ

ては、依然として
“
全国一"に

汚れた湖沼である。

にもかかわらず、印躍沼の水は千葉県総人日の約 4

分の 1に相当する150万人の県民 (市川市および浦安

市の全区域と、千葉市、船橋市、習志野市および市原

市の一部区域を中心として、この他に印鷹沼流域内の

佐倉市、八街市等を加え計11市町)に 飲料水として直

接 ・間接的に供されているとともに、農業用水 (用水

受益灌漑面積 は流域総面積 の約 13%に 相 当す る

63.0販)や 工業用水、特に、工業用水としては、沼の
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全利用水量 (年間2.68億 トン)の 約60%に 相当す る

1.58億トンが日本経済の一端を担つている千葉県臨海

部の工業地帯に給水されている。

このような利水状況をみると、印播沼は千葉県民の

“
命

"は
疎か、 日本経済の

“
命

"を
守る大切な水がめ

なのである。

本報では、 このかけがえのない
“
命の水がめ

"を

“
命取 りの水がめ

"に
変えつつある沼の汚れの背景 と

要因についてかいま見ることにより、今、私たちがで

きることを探つてみることにする。

2 沼 流域 にお ける土地利用形態の変移

清汐Jな水をいかに多量に湛えた湖沼、また浴々と流

れる大河といえども、いずれは歴史的な過程の中で流

域から流れ出てくる自然由来の物質の堆積等によつて

汚濁していくのが常であるが、その速度は自然の中で

はすこぶる遅 く、地質年代的である。これに対し、印

播沼はもとより、ここ数十年の間に急速に生じた津々

浦々の水質汚濁は、流域での人為的な活動によつて排

出されたいろいろな物質が起因となつているが、その

程度や速さは、基本的には流域での土地利用形態の変

化が大きく関与しているといえる。

実際、このことに関連して、平成15年度現在におけ

る印躍沼流域の土地利用の形態別増減を流域総面積に

対する割合でみると、昭和60年度に比べ山林は4.4%

(21.6k意)、水田2.1%(9.9面 )お よび畑は3.6%

(17.6M)と いずれも減少を示しているのに対し、市

街地等は、それらの減少分に相当する10%(49.1献 )

の増加を示し、平成15年度現在ではその流域総面積に

占める割合が42.2%となつている。そして流域人口は、

この市街地等の面積拡大と相まつて、平成15年度現在で

昭和60年度に比べ20.4万人増の73.3万人となっている。

3 水 の汚れの源 と負荷量

一般的に、水の汚れをもたらす汚濁発生源としては、

大きく下水処理浄化施設 。一般家庭等の生活系、工

場 ・事業場 ・畜産等の産業系、そして山林 ・水田 ・

畑 ・市街地等の自然系の 3つ に系別されるが、ここで、

印播沼流域におけるこれら系別からの 1日当たりの汚

濁発生負荷量をCODで みると、平成15年度現在では

生活系が2,831kg、産業系466kg、そして自然系は

4,188kgと、生活系と自然系で流域全体の総発生負荷

量 (7,485kg)のほとんどを占めている。



このことから、さらにこれら2つ の系における発生

負荷量、すなわち生活系については処理浄化形態、そし

て自然系は土地利用形態のそれぞれから眺めてみる。

まず、生活系の負荷は流域下水道、公共下水道、農

業集落排水処理施設、合併処理浄化槽、単独処理浄化

槽、 し尿処理場および自家処理 (たとえば農地還元)

のそれぞれからの発生が考えられるが、このうち、流

域下水道 と公共下水道からの負荷は流域外の水域 (前

者は東京湾、後者は利根川)に 排出されるので、結局

は、残 りの 5つ の処理浄化形態からの負荷が沼の水質

に関与す ることにな る。 中で も、単独処理浄化槽

(1,546kg)からの負荷は流域総発生負荷量の約21%と

最 も大きな割合を占め、次いで し尿処理場 (1,003k8)

約 14%、 合併処理浄化槽 (265kg)力S約4%と 続いて

いる。

確か、単独処理浄化槽は、平成12年6月 2日 に一
部

改正 された浄化槽法によって浄化槽の定義から削除さ

れ、その設置は平成13年4月 1日 をもつて廃止された

が、法改正以前に設置された単独処理浄化槽は、依然

として使用され、平成15年度現在では流域人口の 9%

に相当する69,307人が利用 し続けている。一方、同時

にこれらの人数は、生活雑排水の未処理人口で もある

ことから、下水道の未計画区域では一 日で も早 く発生

負荷の比較的少ない合併処理浄化槽への転換が望 まれ

るところである。

つ ぎに、 自然系の負荷については山林、水日、畑、

市街地等からの発生があるが、印播沼流域では市街地

等 (2,379kg)力】らの負荷が流域総発生負荷量の約

32%を 占め最 も多 く、続いて水田 (847kg)約 11%、

畑 (473kg)約 6%と なっている。特に、 ここで、市

街地等からの発生負荷は、驚 くことに、上述 した生活

系の単独処理浄化槽 とし尿処理場 を合わせた負荷量

(2,549kg)に匹敵する量で もある。これは、土地の市

街地化への改変が生活系 とともに、いかに大きな汚濁

負荷の発生源にな り得るかを物語るものである。そし

て、このことは、ただ単にCODの 発生負荷について

限つた話ではないところに、 より深亥Jな問題がある。
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要するに、市街地等への土地利用の改変は、印播沼の

水質悪化に大 きく影響するアオコ (沼のCOD値 の約

50%を 占める)の 大量発生を招 く窒素および りんの大

きな負荷発生源になっているのである。現に、平成15

年度のそれ ら栄養塩類物質の発生源別負荷量 をみる

と、全窒素は畑 (994kg)力S最も多 く、流域総発生負

荷量 (3,643kg)の約27%を 占めるが、市街地等 (693

kg)は それに次いで19%を 占め、そして合併処理浄化

槽 (521kg)、単独処理浄化槽 (520kg)力S続いている。

一方、全 りんは単独処理浄化槽 (55.4kg)力S流域総発

生負荷量 (282kg)の19%を 占め最 も多 く、次いで合

併処理浄化槽 (54kg)、特定事業場 (44kg)、そして市

街地等 (35kg)と続 き、市街地等は室素および りんの

発生源 として無視で きないのである。

4 沼 の浄化 に私たちがで きること………

いずれにしても、以上の結果をみる限り、印播沼の

水質悪化に大きく関与しているのは、私たちの快適な

日常生活を影で支えている生活排水の各種処理浄化施

設であり、また私たちの生活基盤となつている
“
市街

地等
"で

ある。このことは、私たちが印騰沼の水質浄

化について考える時、何も気負うことなく、家庭の中

で一人一人が少しの気配 りをすることによって容易に

成し遂げられることを示唆している。たとえば、水質

悪化の原因となる
“
物

"を
各家庭から出さないことは

勿諭、この他に下水道計画が策定されていない区域で

の単独処理浄化槽の合併処理浄化槽への転換、専門業

者による各種処理浄化槽の適切な維持管理、雨水とと

もに敷地等から生じるいろいろな汚濁物質が沼に流達

しにくくなるような工夫 (たとえば、雨水ますの設置

や周辺街路の清掃など)、また減肥 ・有機農産物志向

(農耕地での施肥量軽減につながる)の 食生活に変え

るなど、今日から個々人の思いひとつで実行に移すこ

とができる。とにか く、印播沼の浄化には、まずは
“
流域に住む住民一人一人の足元から

"と
言い切れる

のではないだろうか。

資料出典 :千葉県環境生活部水質保全課

B ■ ■表 紙 の 写 真 B■ ■

印臓村雁叉地区にある
“
弁天様

"で
す。かつてこの周辺は木々が鬱そうと茂り、冬にもなると弁天様を取り

田むお堀の水面が厚い氷で被われ、地区の子供達にとつて、そこは下駄スケー トの格好のリンクになつたとい

う。今は、明るく、きれいに整備され、音の面影はない。



■ ■ ■ 〕|1島俊彦写真集 ■ ■ ■

【印橋沼 シリーズ】
一 つリー

昭和30年頃に撮 られた写真ですが、 これ ら2枚 の写

真に添えた川島氏の説明文によると、上段は、 「木造

橋の杭の下などにはモクゾウガニやウナギが隠れてい

る」、 また後段は、 「ヨシの緑が濃 くな り始める頃、ヨ

シキ リのギ ョギ ョン、ギ ョギ ョンという鳴き声を聞き

ながら、ウキを見つめる鮒釣 りは格別で醍醐味の一つ

であろう。空腹になれば腰の風呂敷包からシソの葉を

巻いた
“
むすび

"を
取 り出し、頬張るのが、 また一つ

の楽 しみである」 と記 してある。

口|1島俊彦さんのプルフイール】
略歴 :

1934年 酒 々井町に生まれる
・1947年 独 学にて写真を学ぶ
,現在  全 日本写真連盟会員・NPO法 人国際美術協会会員等

主な作品 :

・1980年 毎 日グラフ 「フォ トユーモア」掲載
・1991年 全 日本写真連盟千葉県本部入選
,1991年 酒 々井町町制施行100周年コンテス ト (最優秀賞)
・1996年 印 西町教育委員長賞 (優良賞)
・2003年 千 葉県社会保健協会 (特選)

その他、入賞、入選多数

川rゎ氏の ,々真をみて、またそれに添えた説明文を読

むと、 r供 の頃を思い出す。一人で魚釣 りをする時に

は、魚が何処のどの辺にいるのか、付1問には、決して

教えることはなかつた。しかし、仲間と行う
“
かぼし

"

になると、そうはいかない。とにか く、いろいろな情

報を出し合い、告で場所を決定した。
“
かぼし

"と
は、

方言であるが、農水路や小川などをせき止め、水をか

い出し、そして魚を子づかみで拾い上げるという、い

わば原始的な漁法のひとつである。そして捕らえた魚

はなくなるまで、じゃんけんを繰 り返 し、勝った者の

順から好きな魚を選び、分けイトつた。1町然、そこには

恨みも、岐llllもなく、まさに平等そのものであった。

当時、子供たちは
“
平等

"の
意味について学校で も、

家でも教わることはなかつたが、このような遊びを通

して、平等には個々人に能力差もあ り、順番があ り、

我慢が必要などのルールを知つた。これに対し、現在

に生きる子供たちは、学押塾だ、テレビゲームだ、パ

ソコンだ、携帯電話だと、とにか く忙 しく、仲間と遊

ぶことが少なくなつている。その結果、何事かが起こ

ると、
“
切れたの、切れないの……。これでは、世界

の人々が求めている
“
平和で平等な社会

"に
どうやっ

て参両していくのか、心配である。どうだろうか、世

の大人たちよ、もう少し、子供たちを仲問と遊ばして

みたら……、と思う。 (KA/1言己)

編集。発行 :財団法人 印雁沼環境基金
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